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◇市内事業者の経営や事業継続を支援、子育て世帯等への感染症予防支援など
　「新型コロナウイルス感染症関連事業」などの
　 補正予算を可決
◇令和２年度福知山市一般会計、特別会計 11会計、企業会計 ３会計の
　１５会計の歳入歳出決算を可決および認定

　　
９
月
定
例
会　

９月定例会で決まった主な案件
一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      （万円未満切捨）

◇福知山市緊急事態措置協力金対象外事業者応援事業　　　　　　　　　　　　 8200万円
◇図書館電子書籍貸出サービス事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3063万円
◇福知山市月次支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2億5963万円
◇子育て世帯等感染症拡大防止クーポン事業　　　　　　　　　　　　　　　　 6114万円
　◇自宅療養者等配食サービス事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  823万円

◇「知の拠点」推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2167万円
◇体育施設設備整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2100万円
◇（仮称）福知山鉄道館ポッポランド建設事業　　　　　　　　　　　　　　 　1000万円
◇子育て応援まちづくり事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  5308万円
◇民間保育所施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1億5976万円
◇放課後児童クラブ整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  1954万円
　ほか
条例の一部改正

◇福知山市ふるさと納税基金条例、福知山市過疎地域自立促進基金条例　など
令和２年度一般会計・特別会計・企業会計決算の可決および認定
その他

◇物品の取得（市庁舎前駐車場自動精算機、多機能型小型動力ポンプ付積載車など）
◇財産の無償貸付（旧細見小学校および旧川合小学校の建物・土地など）
◇公立大学法人福知山公立大学第２期中期目標、過疎地域持続的発展市町村計画の策定　ほか
人事議案

◇公平委員の選任（１名）、教育委員の任命（１名）、人権擁護委員の候補者の推薦（６名）
議員提案

◇コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
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８
月
30
日
か
ら
10
月
29
日
ま
で
の
61

日
間
に
わ
た
っ
て
９
月
定
例
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
44
議
案
が
市
長
か

ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
緊

急
事
態
措
置
協
力
金
対
象
外
事
業
者
応

援
事
業
、
子
育
て
世
帯
等
感
染
症
拡
大

防
止
ク
ー
ポ
ン
事
業
な
ど
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
事
業
、
ま
た
、

「
知
の
拠
点
」
推
進
事
業
、（
仮
称
）
福

知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ
ン
ド
建
設
事
業

な
ど
の
補
正
予
算
や
、
条
例
の
一
部
改

正
、
人
事
案
件
な
ど
の
議
案
が
、
９
月

22
日
に
全
議
案
原
案
ど
お
り
に
可
決
し

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
決
算
の
認
定

な
ど
に
つ
い
て
は
、
決
算
審
査
委
員
会
に

お
い
て
、
９
月
27
日
～
29
日
に
所
属
別

質
疑
、
10
月
７
日
に
総
括
質
疑
、
８
日

に
自
由
討
議
な
ど
を
行
い
、
10
月
29
日

に
全
議
案
可
決
ま
た
は
認
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、

９
月
８
日
、
９
日
、
10
日
の
３
日
間
で

行
わ
れ
、
15
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
提
案
し
た
「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
」
を
可
決
し
、
国
へ
送
付
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
議
会
に
は
、
延
べ
20
人
の

傍
聴
が
あ
り
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
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子
育
て
応
援
ま
ち
づ
く
り
事
業

問　
三
段
池
公
園
総
合
体
育
館
の

食
堂
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
詳
細
は
。

答　
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
食

育
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
土
日
の

活
用
も
図
る
た
め
、
貸
館
と
し
て

考
え
て
い
る
。

（
仮
称
）福
知
山
鉄
道
館
ポ
ッ
ポ
ラ

ン
ド
建
設
事
業（
建
設
に
伴
い
必

要
と
な
る
福
知
山
城
公
園
親
水
広

場
の
再
整
備
の
た
め
の
設
計
費
）

問　
今
後
の
施
設
整
備
に
お
け
る

財
源
の
寄
附
金
が
１
億
５
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答　
２
億
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い

た
が
、
一
部
は
開
館
後
の
運
営
に

充
て
て
ほ
し
い
と
い
う
寄
附
者
の

意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

教
育
集
会
所
等
移
転
統
合
事
業

（
旧
三
岳
小
学
校
）

問　
改
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
集
約

化
・
複
合
化
と
な
る
本
施
設
の
今

後
の
対
応
は
。

答　
今
回
、
雨
漏
り
改
修
工
事
が

追
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
年
度
内

完
成
に
向
け
進
め
て
い
く
。
今
後

の
対
応
は
、
人
権
推
進
室
が
取
り

ま
と
め
を
し
て
い
く
。

保
育
士
確
保
対
策
事
業

問　
保
育
補
助
者
雇
上
強
化
事
業

を
10
園
、
保
育
体
制
強
化
事
業
を

５
園
と
し
た
根
拠
と
想
定
を
上
回

る
場
合
の
対
応
は
。

答　
市
内
の
園
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
た
上
で
、
効
果
的
な
制
度

と
な
る
よ
う
設
定
し
た
。
想
定
を

上
回
る
際
に
は
対
応
で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
。

民
間
保
育
所
施
設
整
備
事
業

問　
民
営
化
さ
れ
た
下
六
人
部
保

育
園
の
老
朽
化
に
伴
う
園
舎
建
替

位
置
が
、
都
市
計
画
道
路
上
に
な

る
こ
と
に
対
す
る
事
業
者
の
認
識

は
。

答　
事
前
に
説
明
も
し
て
お
り
、

ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で
、
都
市

計
画
法
第
53
条
の
許
可
申
請
を
さ

れ
て
い
る
。

図
書
館
電
子
書
籍
貸
出
サ
ー
ビ
ス

事
業

問　
業
者
選
定
の
方
法
は
。

答　
入
札
や
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
が
、
今

後
の
検
討
と
な
る
。

問　
事
業
の
主
な
対
象
者
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
従
来
の
来
館
型
か
ら
、
非
来

館
型
で
も
利
用
が
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
幅
広
い
層
を
対
象

と
し
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業

問　
備
品
購
入
費
の
詳
細
は
。

答　
多
人
数
が
接
続
で
き
る
環
境

や
速
度
、
各
ク
ラ
ブ
の
施
設
状
況

か
ら
機
器
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。

問　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
整
備
後
に

一
般
利
用
は
で
き
る
の
か
。

答　
教
育
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
一
般
の
方
は
利
用
で
き
な
い
。

福
知
山
市
月
次
支
援
事
業

問　
国
の
月
次
支
援
金
の
80
％
を

設
定
し
た
理
由
は
。

答　
福
知
山
市
緊
急
事
態
措
置
協

力
金
対
象
外
事
業
者
応
援
事
業
と

本
事
業
の
期
間
・
支
給
総
額
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
設
定
し
た
。

子
育
て
世
帯
等
感
染
症
拡
大
防
止

ク
ー
ポ
ン
事
業

問　
業
務
の
委
託
先
と
内
容
は
。

答　
委
託
先
は
検
討
・
調
整
中
で
、

内
容
は
高
齢
者
等
感
染
症
拡
大
防

止
ク
ー
ポ
ン
事
業
を
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。

問　
子
育
て
世
帯
に
限
定
し
た
理

由
は
。

答　
全
国
的
に
子
ど
も
た
ち
へ
の

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
や
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
状
況
、
２
学
期
が

始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る

状
況
な
ど
を
勘
案
し
た
。

自
宅
療
養
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

問　
事
業
の
啓
発
方
法
と
個
人
情

報
の
取
り
扱
い
は
。

答　
保
健
所
か
ら
案
内
さ
れ
る
文

書
と
並
行
し
て
市
と
し
て
も
広
報

す
る
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
は
、

保
健
所
・
市
・
事
業
者
の
間
で
、

最
低
限
に
制
限
し
運
用
し
て
い
く
。

審
査
結
果

 

全
議
案
可
決

予算審査委員会

■ 売上げ減少の事業者を支援
■ 子どもふくふくクーポン券配布
■ 自宅療養者などへ配食を実施

追加補正でコロナ対策

8億7796万円
の補正予算可決
(一般会計)

（仮称）福知山鉄道館ポッポランド建設に伴い
再整備予定の福知山城公園親水広場

電子書籍貸出サービスが導入される図書館

予
算
審
査
委
員
会



令和2年度

決算審査報
告

昭和47年度以降
　  49年連続の黒字決算
市民病院も11年連続の黒字経営
■質問数 193項目　　■質問時間 23時間1分■質問数 193項目　　■質問時間 23時間1分

決算審査委員会
録画配信は
こちらから
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所
属
別
審
査

■
公
民
連
携
事
業

問　
本
事
業
の
内
容
と
力
を
入
れ

た
点
は
。

答　
廃
校
を
は
じ
め
と
す
る
大
規

模
遊
休
施
設
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
や
金
融
機
関
と
の
連
携
、
指

定
管
理
者
制
度
の
運
用
を
通
じ
て
、

公
共
空
間
と
民
間
事
業
者
に
よ
る

活
用
・
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
公

民
連
携
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
施

設
の
有
効
活
用
を
す
る
も
の
。
注

力
し
た
点
と
し
て
は
、
廃
校
マ
ッ

チ
ン
グ
バ
ス
ツ
ア
ー
を
メ
イ
ン
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

■
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

問　
消
防
団
幹
部
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
配
布
の
効
果
は
。

答　
講
習
会
の
開
催
が
年
度
末
の

３
月
で
あ
り
、
本
格
運
用
は
令
和

３
年
度
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る

が
、
８
月
の
長
雨
の
際
に
は
、
約

４
０
０
件
の
情
報
伝
達
が
さ
れ
、

十
分
な
効
果
が
あ
っ
た
と
判
断
し

て
い
る
。

■
市
税
の
状
況

問　
個
人
市
民
税
の
増
収
、
法
人

市
民
税
と
固
定
資
産
税
の
減
収
の

そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
は
。

答　
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
出
始
め
る
前
の
平
成
31
年

１
月
か
ら
令
和
元
年
12
月
ま
で
の

収
入
に
よ
っ
て
算
出
し
て
お
り
、

給
与
所
得
の
伸
び
に
よ
り
所
得
割

の
納
税
義
務
者
が
２
９
８
人
増
加

し
、
増
収
と
な
っ
た
。
法
人
市
民

税
に
つ
い
て
は
、
製
造
業
１
社
の

前
年
の
伸
び
が
大
き
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
反
動
で
、
約
３
億
円
の
影

響
が
あ
り
、
減
収
と
な
っ
た
。
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
法
人
１

社
の
徴
収
猶
予
が
影
響
し
、
減
収

と
な
っ
た
。

■
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
実
施

に
係
る
整
備
等
事
業

問　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
と
今
後
の
目
標
は
。

答　
令
和
２
年
度
で
、
１
万	

１
０
１
枚
の
交
付
が
あ
り
、
前
年

と
比
較
し
て
13
・
１
％
の
伸
び
と

な
っ
た
。
令
和
３
年
８
月
末
で
の

交
付
枚
数
は
、
２
万
７
３
３
８

枚
で
、
交
付
率
は
35
・
48
％
と

な
っ
て
い
る
。
目
標
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
度
末
で
40
％
を

超
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
ふ
く
ふ
く
医
療
費
支
給
事
業

問　

決
算
額
が
前
年
度
か
ら
半

減
し
た
理
由
は
。

答　

１
点
目
と
し
て
は
、
受

給
者
数
の
減
少
に
よ
る
も
の

で
、
令
和
元
年
度
は
８
１
３
１

人
に
対
し
て
、
令
和
２
年
度
は

８
０
４
６
人
で
あ
っ
た
。
２
点

目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
受
診
控
え

と
、
マ
ス
ク
や
手
洗
い
な
ど
の

定
着
に
よ
り
呼
吸
器
系
の
疾
患

が
減
少
し
た
こ
と
と
考
え
る
。

３
点
目
と
し
て
、
令
和
元
年
度

途
中
に
「
京
都
子
育
て
支
援
医

療
費
支
給
事
業
」
の
制
度
内
容

が
、
３
千
円
を
超
え
る
分
か
ら

１
５
０
０
円
を
超
え
る
分
に
拡

充
さ
れ
た
。
令
和
２
年
度
は
当

初
よ
り
拡
充
さ
れ
た
内
容
が
適

用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

ふ
く
ふ
く
医
療
費
に

お
け
る
本

市
の
負
担

が
減
少
し

た
も
の
で

あ
る
。

■
あ
ん
し
ん
マ
ス
ク
お
届
け
事
業

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
実
施
し
た
本
事
業

の
評
価
と
現
在
の
状
況
は
。

答　
全
国
的
に
マ
ス
ク
が
不
足
す

る
中
で
、
市
内
に
お
い
て
も
一
時

店
舗
に
行
列
が
で
き
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い

て
、
で
き
る
限
り
早
く
安
価
に
届

け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
だ
が
、

一
定
の
準
備
期
間
を
要
し
た
こ
と

に
よ
り
、
マ
ス
ク
不
足
の
ピ
ー
ク

と
販
売
期
間
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
目
標
の
販

売
率
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
在
庫

の
マ
ス
ク
は
協
定
に
基
づ
き
市
で

買
い
取
り
、
高
齢
者
・
障
害
者
施

設
や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
の
教
職

員
用
と
し
て
配
布
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
備

蓄
用
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

■
教
育
情
報
化
整
備
事
業

問　
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
配
備
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る

成
果
と
課
題
は
。

答　
計
画
的
な
配
備
や
環
境
整
備

に
よ
り
、
大
き
な
混
乱
は
な
か
っ

た
。
配
備
後
は
、
児
童
・
生
徒
が

京阪神の企業の参加が多い廃校マッチングバスツアー

委
員
会
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告
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自
ら
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
特
に
、
音
楽
に
お
け

る
歌
唱
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
、
撮

影
を
し
た
動
画
で
の
採
点
を
す
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
活
用
と
い

う
点
で
も
大
き
な
効
果
が
あ
っ
た
。

課
題
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
間
の

習
熟
度
や
各
学
校
間
の
差
と
考
え

て
お
り
、
教
育
委
員
会
に
配
置
し

て
い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る

フ
ォ
ロ
ー
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

■
移
住
・
定
住
促
進
事
業

問　
移
住
実
績
と
移
住
促
進
特
別

区
域
に
関
す
る
取
り
組
み
状
況
は
。

答　
移
住
実
績
は
全
体
で
21
世
帯
、

37
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
移
住
促

進
特
別
区
域
内
で
は
19
世
帯
、
34

人
と
な
っ
て
い
る
。
個
別
に
地
域

と
の
連
携
・
協
議
を
す
る
こ
と
で
、

令
和
２
年
度
は
、
新
た
に
２
地
域

の
拡
大
が
図
れ
た
。

■
地
域
づ
く
り
組
織
支
援
事
業

問　
四
つ
の
協
議
会
が
設
立
さ
れ

て
い
る
が
、
成
果
と
課
題
は
。

答　
成
果
と
し
て
は
、
各
協
議
会

と
も
自
ら
の
運
営
で
事
業
の
企
画
、

立
案
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
交
付
金

以
外
の
資
金
調
達
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

■
農
地
中
間
管
理
事
業

問
　
予
算
流
用
の
状
況
と
執
行
率

の
低
さ
の
要
因
は
。

答　
流
用
の
２
８
７
万
３
千
円
は
、

農
林
水
産
業
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
緊
急
支
援
事
業
、
農
林
漁

業
者
経
営
継
続
支
援
事
業
、
地
場

産
農
産
物
推
進
事
業
な
ど
の
財
源

に
充
当
し
た
。
執
行
率
が
低
い
要

因
と
し
て
は
、
令
和
元
年
度
に
制

度
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
補
助
単

価
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
本
事
業

は
貸
す
方
と
借
り
る
方
の
両
方
が

整
っ
て
補
助
と
な
る
も
の
で
あ
る

が
、
担
い
手
不
足
な
ど
の
影
響
も

あ
り
、
マ
ッ
チ
ン
グ
の
面
で
う
ま

く
整
わ
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

■
道
路
・
河
川
維
持
管
理
事
業

問　
地
元
か
ら
の
要
望
に
対
す
る

対
応
状
況
と
来
年
度
以
降
の
予
算

確
保
の
考
え
方
は
。

答　
令
和
２
年
度
は
、
道
路
関
係

と
河
川
関
係
を
合
わ
せ
て
１
７
３

自
治
会
か
ら
７
２
６
件
の
要
望
が

提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

３
３
３
件
の
対
応
を
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
よ
り
「
緊
急
安
全
対

策
事
業
」
も
行
っ
て
お
り
、
本
事

業
で
も
対
応
を
し
て
い
く
。

■
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
事
業

問　
本
事
業
の
執
行
率
が
低
い
要

因
は
。

答　
印
刷
製
本
費
と
し
て
、
３
種

類
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
新
規
に
１

種
類
の
作
成
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

在
庫
を
抱
え
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
、
３
回
に
分
け
て
発
注
を
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
も
あ
り
、
結
果
的
に
予
算
時

に
想
定
を
し
た
必
要
部
数
を
下

回
っ
た
も
の
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
事
業

問　
被
保
険
者
数
減
少
の
要
因
と

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
が
減
少
し

た
要
因
は
。

答　
後
期
高
齢
者
へ
の
移
行
に
よ

る
自
然
減
や
社
会
保
険
加
入
対
象

者
拡
大
に
よ
る
脱
退
に
よ
り
減
少

し
た
も
の
。
医
療
費
の
減
少
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
受
診
控
え
や
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
な
ど
の
罹
患
者
が
減
少
し
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

■
介
護
保
険
事
業

問　
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
の
状
況
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
、
地
域
で
の
活
動
が
予

定
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は

進
ま
ず
、
補
助
し
た
団
体
は
な

か
っ
た
。

■
水
道
事
業

問　
昨
年
８
月
に
設
立
さ
れ
た
滞

納
整
理
業
務
打
合
せ
会
議
の
構
成

と
滞
納
状
況
は
。

答　
打
合
せ
会
議
は
、
包
括
的
民

間
委
託
先
の
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
、
上
下
水
道
部
経
営
総

務
課
の
債
権
管
理
係
の
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
滞
納
状
況
は
、

令
和
２
年
度
末
で
９
４
１
２
件
、

４
１
７
６
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
給
水
停
止
の
状
況
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

答　
３
カ
月
目
の
給
水
停
止
予
告

書
を
発
行
し
た
件
数
が
８
２
１

件
、
給
水
停
止
を
執
行
し
た
件
数

が
２
７
１
件
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
２
３
７
件
は
停
止
解
除
と

な
っ
て
い
る
。

■
病
院
事
業

問　
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し

て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
応
状
況
は
。

答　
令
和
２
年
３
月
よ
り
受
け
入

れ
を
開
始
し
、
令
和
２
年
度
は
43

人
、
受
入
開
始
か
ら
令
和
３
年
９

月
ま
で
で
１
１
７
人
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
発
熱
外
来
を
設
置
し
、

８
１
４
人
の
対
応
を
し
て
い
る
。

総
括
質
疑

■
一
般
会
計
の
歳
入

問　
今
後
の
市
税
の
見
通
し
は
。

答　
市
税
収
入
は
前
年
度
と
比
較

し
、
約
６
億
９
６
３
６
万
円
の
減

収
と
な
っ
た
。

令
和
３
年
度
に
つ
い
て
は
、
市

税
収
入
を
８
月
末
現
在
の
現
年
調

定
ベ
ー
ス
で
比
較
す
る
と
、
軽
自

動
車
税
・
た
ば
こ
税
は
前
年
度
を

上
回
り
、
個
人
市
民
税
・
法
人
市

民
税
・
固
定
資
産
税
・
入
湯
税
は

前
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
。

市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り

減
収
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
の
推
移
は
、
法
人
市
民
税

に
つ
い
て
は
、
税
率
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
事
業
実

授業にタブレットを活用

福知山市の魅力を発信する各種パンフレット

委
員
会
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績
の
低
迷
と
い
っ
た
懸
念
材
料
が

あ
り
、
影
響
を
受
け
る
業
種
は
限

定
的
で
あ
る
も
の
の
企
業
業
績
の

急
速
な
回
復
基
調
は
望
め
ず
、
今

後
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。

個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
本

市
に
お
け
る
令
和
２
年
度
の
給
与

所
得
が
総
所
得
金
額
の
約
87
％
を

占
め
て
お
り
、
企
業
業
績
の
動
向

が
個
人
所
得
に
大
き
く
影
響
を
す

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

法
人
市
民
税
の
予
測
か
ら
も
同

様
に
、
今
後
も
厳
し
い
状
況
が
続

く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

市
税
収
入
全
体
の
将
来
見
通
し

に
つ
い
て
は
、
社
会
情
勢
や
経
済

情
勢
に
大
き
く
左
右
さ
れ
、
今
後

の
税
制
改
正
に
よ
っ
て
も
変
動
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
確
実
に
見
通
す

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響

に
よ
り
、
総
じ
て
減
少
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

■
一
般
会
計
の
歳
出

問　
義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費

の
抑
制
の
考
え
は
。

答　
第
６
次
行
政
改
革
に
お
い
て

は
、
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
の
５
年
間
で
、
定
員
の
適

正
化
と
し
て
消
防
職
・
病
院
部
局

を
除
く
一
般
職
員
を
対
象
に
、
15

人
以
上
を
削
減
す
る
と
い
う
目
標

を
設
定
し
、
実
績
と
し
て
31
人
の

削
減
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
た
に
発
生

す
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る
こ
と

や
災
害
発
生
時
に
市
民
の
生
活
・

財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
れ
以

上
の
人
員
減
は
難
し
い
の
が
現
状

で
あ
る
。　
　

そ
う
し
た
中
、
今
後
は
長
時
間

労
働
に
頼
ら
な
い
事
業
成
果
の
徹

底
、
時
間
に
制
約
の
あ
る
働
き
手

の
存
在
を
前
提
と
す
る
働
き
方
改

革
の
推
進
、
感
染
症
対
策
下
の
新

し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
う
る
勤

務
体
制
の
確
保
な
ど
に
取
り
組
み
、

人
件
費
の
抑
制
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。

■
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
部
署
が
進
め
て
い
る
事

業
の
規
模
と
今
後
の
目
標
年
次
は
。

答　
事
業
の
規
模
と
し
て
は
、
防

災
分
野
で
約
４
２
２
０
万
円
、
農

林
業
分
野
で
約
２
２
１
０
万
円
、

教
育
分
野
で
約
９
億
５
７
８
０
万

円
、
行
政
分
野
で
約
５
９
０
万

円
、
内
部
の
整
備
と
し
て
約

３
４
０
０
万
円
で
合
計
約

10
億
６
２
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

る
。目

標
年
次
に
つ
い
て
は
、
令
和

３
年
度
に
策
定
を
予
定
し
て
い
る

（
仮
）
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
福
知
山

推
進
計
画
の
完
了
期
間
で
あ
る
令

和
８
年
度
を
当
面
の
目
標
と
し
た

い
。

■
農
業
振
興

問　
現
状
の
課
題
と
今
後
の
取
り

組
み
方
針
は
。

答　
担
い
手
の
確
保
と
育
成
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

次
年
度
以
降
も
担
い
手
組
織
や
集

落
営
農
組
織
な
ど
へ
の
支
援
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
国
・
府
の
支

援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
「
京
力

農
場
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
。

■
福
知
山
公
立
大
学

問　
「
知
の
拠
点
」
と
し
て
い
く

た
め
の
財
源
確
保
の
考
え
は
。

答　
大
学
運
営
を
円
滑
に
行
う
た

め
に
、
先
ず
は
定
員
ど
お
り
に
学

生
数
を
充
足
さ
せ
、
運
営
費
交
付

金
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。今

後
予
定
し
て
い
る
大
学
院
の

整
備
や
地
域
連
携
研
究
の
さ
ら
な

る
充
実
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
続

き
地
方
創
生
関
連
交
付
金
、
国
庫

補
助
金
、
さ
ら
に
は
産
官
学
で
連

携
し
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
資
金

な
ど
の
財
源
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

■
空
き
家
・
空
き
店
舗

問　
対
策
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

の
庁
内
連
携
の
状
況
は
。

答　
各
種
相
談
は
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
観
点
か
ら
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
運
用
と
し
て
、

空
家
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
受
付

を
行
い
、
内
容
に
応
じ
て
各
担
当

部
署
に
つ
な
い
で
い
る
。

ま
た
、
関
係
部
署
と
の
情
報
交

換
、
市
の
方
針
を
協
議
す
る
空
家

等
対
策
庁
内
連
携
会
議
を
立
ち
上

げ
て
い
る
。

市税の推移
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農
山
村
地
域
の
空
家
対
策
と
市

全
体
の
管
理
不
全
な
空
家
の
対
策

は
、
空
家
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

対
応
し
て
い
る
。

中
心
市
街
地
に
お
け
る
空
き

家
・
空
き
店
舗
の
賃
貸
や
売
買
な

ど
の
希
望
に
つ
い
て
は
、「
福
知

山
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
へ
つ

な
い
で
い
る
。

■
※1
不
用
額

問　
発
生
要
因
と
今
後
の
考
え
は
。

答　
令
和
２
年
度
の
不
用
額
は
約

13
億
２
９
７
６
万
円
で
、
前
年
度

と
比
較
し
て
約
３
０
４
１
万
円
増

加
し
て
い
る
。

そ
の
主
な
も
の
は
、
教
育
費
で

は
教
育
情
報
化
整
備
事
業
や
大
江

地
域
学
校
統
合
整
備
事
業
な
ど
で

約
３・
４
億
円
、
民
生
費
で
は
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
や

生
活
保
護
扶
助
事
業
な
ど
で
約

３・
３
億
円
、
衛
生
費
で
は
下
水

道
事
業
会
計
負
担
金
や
上
水
道
会

計
負
担
金
な
ど
で
約
１・
８
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

不
用
額
が
生
じ
る
背
景
や
要
因

と
し
て
は
、
入
札
に
よ
る
も
の
や

執
行
に
お
い
て
効
率
的
に
進
め
た

こ
と
、
ま
た
特
別
会
計
や
企
業
会

計
へ
の
繰
出
金
や
負
担
金
が
予
算

よ
り
抑
制
が
図
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
毎
年

度
多
額
の
不
用
額
が
発
生
し
て
い

る
。　
　
　
　

今
後
は
、
施
策
事
業
を
効
果
的

に
進
め
る
た
め
費
用
対
効
果
を
検

証
し
、
予
算
編
成
や
適
正
な
予
算

執
行
に
努
め
て
い
き
た
い
。

■
※2
基
金 

問　
令
和
２
年
度
を
通
じ
て
基
金

全
体
の
運
用
状
況
と
評
価
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

答　
令
和
２
年
度
当
初
残
高
は
、

約
１
１
７
億
８
千
万
円
で
、
年
度

末
残
高
は
約
１
１
５
億
７
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
１
年
で
元
金
の
積
み
立
て

は
約
18
億
７
千
万
円
、
利
子
積
み

立
て
が
約
２
千
万
円
、
取
り
崩
し

が
約
21
億
円
で
、
こ
れ
ら
の
増
減

の
結
果
、
約
２
億
１
千
万
円
の
減

少
と
な
っ
た
。

令
和
２
年
度
は
、
合
併
算
定
替

逓
減
対
策
基
金
で
活
用
を
留
保
し

て
い
た
５
億
円
を
取
り
崩
し
、
地

方
債
の
繰
上
償
還
を
行
い
、
将
来

の
公
債
費
負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
に
、
財
政
調

整
基
金
を
約
２
億
円
取
り
崩
す
一

方
で
、
減
債
基
金
へ
の
積
み
立
て

を
行
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
将
来

世
代
へ
の
負
担
軽
減
や
感
染
症
な

ど
へ
の
対
応
に
よ
り
、
財
源
対
策

基
金
は
減
少
し
て
い
る
が
、
良
好

な
状
態
で
あ
っ
た
と
総
括
し
て
い

る
。

■
※3
企
業
会
計

問　
市
民
病
院
に
つ
い
て
、
黒
字

経
営
が
継
続
し
て
い
る
中
で
の
今

後
の
展
望
は
。

答　
今
後
も
、
疾
病
構
造
の
変
化

や
人
口
動
態
に
も
柔
軟
に
対
応
し

な
が
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代

に
お
い
て
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を

は
じ
め
と
す
る
質
の
高
い
高
度
な

医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
人
材
や

医
療
機
器
な
ど
の
医
療
資
源
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

京
都
市
以
北
の
広
域
型
基
幹
病

院
と
し
て
患
者
さ
ま
の
信
頼
に
応

え
、
安
全
・
安
心
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
、
安
定
し
た
経
営
を

継
続
し
て
い
き
た
い
。

予
算
連
動
型
の

決
算
を
目
指
し
て

自
由
討
議

次
の
三
つ
の
テ
ー
マ
が
提
案
さ
れ
、

活
発
な
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

①
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
」
「
関
係
人
口
・
交
流
人
口

の
拡
大
」
に
向
け
た
今
後
の
考

え
に
つ
い
て

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

に
あ
た
り
福
知
山
市
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
考
え
る

③
福
知
山
市
の
農
業
を
守
る
支
援

施
策
の
強
化
に
つ
い
て

政
策
提
言

自
由
討
議
の
テ
ー
マ
か
ら
、
次
の

二
つ
を
市
長
へ
の
「
政
策
提
言
」

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

〇
「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
」
「
関
係
人
口
・
交
流
人
口

の
拡
大
」
に
向
け
て

〇
福
知
山
市
の
農
業
を
守
る
支
援

施
策
の
強
化
に
つ
い
て

意
見
交
換
会

政
策
提
言
に
基
づ
き
、
市
担
当
部

署
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。

こ
の
「
意
見
交
換
会
」
は
翌
年
度

以
降
の
予
算
編
成
に
反
映
す
る
こ

と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

反
対
討
論

議
第
41
号
の
一
般
会
計
で
は
、
福

祉
関
連
事
業
や
農
業
施
策
事
業
が

減
額
さ
れ
た
こ
と
や
、
同
和
対
策

特
別
措
置
法
が
失
効
後
も
部
落
解

放
運
動
団
体
へ
の
補
助
金
が
継
続

し
て
い
る
。
ま
た
、
住
民
の
自
治

組
織
の
長
で
あ
る
自
治
会
長
に
行

政
の
仕
事
を
委
嘱
し
て
い
る
こ
と

や
特
別
職
非
常
勤
職
員
に
任
用
し

て
い
る
こ
と
は
問
題
が
あ
る
。
ま

た
、
議
第
52
号
の
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
で
は
、
受
け
ら
れ
る
医
療

が
差
別
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
れ
ら
の
２
議
案
の
認
定

に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

全
議
案
可
決
お
よ
び
認
定

黒字経営が続く福知山市民病院

※ 1不用額
予算額と実際に支出した額の差額のこと。

　　
※ 2基金

地方公共団体が、特定の目的のために資
金を積み立て、または定額の資金を運用す
るために設けられる資金または財産のこと。

※ 3企業会計
地方公営企業法が適用される会計で、水
道事業・下水道事業・病院事業会計のこと。

委
員
会
審
査
報
告
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総
務
防
災
委
員
会

■
福
知
山
市
ふ
る
さ
と
納
税
基
金

条
例
の
一
部
改
正

問　
条
例
改
正
の
経
緯
や
背
景
は
。

答　
税
の
軽
減
効
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
２
月
・
３
月
に
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
附
の
申
し
出
が

あ
っ
た
場
合
、
当
該
年
度
に
実
施

す
る
事
業
に
寄
附
金
を
充
て
る
運

用
が
実
質
的
に
難
し
い
状
況
が
生

じ
て
い
る
。
つ
い
て
は
、
企
業
に

と
っ
て
も
本
市
に
と
っ
て
も
、
有

利
に
活
用
で
き
る
基
金
の
創
設
が

必
要
で
あ
り
、
今
回
条
例
改
正
を

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。

■
福
知
山
公
立
大
学
第
２
期
中
期

目
標
の
策
定

問　
京
都
府
や
国
か
ら
の
支
援
を

積
極
的
に
要
請
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
中
期
目
標
で
示
し
た
「
福
知

山
モ
デ
ル
」
を
大
学
と
と
も
に

実
践
し
、
地
域
を
活
性
化
さ
せ
て

い
き
た
い
。
教
育
の
た
め
に
は

「
人
・
物
・
金
」
が
必
要
で
あ
り
、

支
援
の
輪
と
い
う
も
の
を
一
歩
ず

つ
大
学
と
一
緒
に
構
築
し
て
い
き

た
い
。

■
物
品
の
取
得(

市
庁
舎
前
駐
車

場
自
動
精
算
機
ほ
か)

問　
機
器
の
更
新
に
よ
り
、
新
し

い
機
能
は
あ
る
の
か
。

答　
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ａ
（
イ
コ
カ
）
な

ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
大
き
な
変

更
点
で
あ
る
。

（
全
議
案　
全
員
賛
成
で
可
決
）

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
市
町
村
計
画
の
策
定

問　
過
疎
地
域
の
医
療
の
確
保
に

つ
い
て
過
疎
債
の
活
用
は
、
民
設

民
営
の
地
域
医
療
で
も
適
用
さ
れ

る
の
か
。

答　
公
的
医
療
機
関
と
の
連
携
に

よ
り
過
疎
地
域
の
医
療
の
確
保
を

充
実
さ
せ
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
過

疎
債
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る

が
、
具
体
化
し
た
時
点
で
の
検
討

に
な
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

更新される市庁舎前駐車場
自動精算機ほか

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

議会から国へ意見書 ９月定例会において１件の意見書を可決し、国へ送付しました。

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地
域経済にも大きな影響が及び、地方財政は来年度
においても、引き続き、巨額の財源不足が避けら
れない厳しい状況に直面している。

地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、
地域の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策
などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、
子育てをはじめとした社会保障関係経費や公共施
設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需
要に見合う財源が求められる。

その財源確保のため、地方税制の充実確保が強
く望まれる。

よって、国においては、令和４年度地方税制改
正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強
く要望する。

記

１ 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額に
ついては、「経済財政運営と改革の基本方針
2021」において、令和３年度地方財政計画の
水準を下回らないよう実質的に同水準を確保
するとされているが、急速な高齢化に伴い社
会保障関係経費が毎年度増大している現状を

踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せが
なされないよう、十分な総額を確保すること。

２ 固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税
であり、制度の根幹を揺るがす見直しは家
屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。
生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染
症緊急経済対策として講じた措置は、本来国
庫補助金などにより国の責任において対応す
べきものである。よって、現行の特例措置は
今回限りとし、期限の到来をもって確実に終
了すること。

３ 令和３年度税制改正において土地に係る固定
資産税について講じた、課税標準額を令和２
年度と同額とする負担調整措置については、
令和３年度限りとすること。

４ 令和３年度税制改正により講じられた自動車
税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の
延長について、更なる延長は断じて行わない
こと。

５ 炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、
その一部を地方税又は地方譲与税として地方
に税源配分すること。

委
員
会
審
査
報
告
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議案に対する討論
※討論の内容は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

■全員賛成で可決・認定・同意となった議案

議第27号 令和3年度国民健康保険事業特別会計補正予算
（第1号）

議第28号 令和3年度公設地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第1号）

議第29号 令和3年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事
業特別会計補正予算（第1号）

議第30号 令和3年度介護保険事業特別会計補正予算
（第1号）

議第31号 令和3年度病院事業会計補正予算（第1号）

議第32号

福知山市個人情報保護条例及び福知山市行政手続
における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部改正

議第33号 福知山市ふるさと納税基金条例の一部改正

議第34号 財政調整基金の繰入れ

議第35号 物品の取得（市庁舎前駐車場自動精算機）

議第36号 物品の取得（多機能性型小型動力付積載車ほか）

議第37号 財産の無償貸付（旧細見小学校の建物・土地）

議第38号 財産の無償貸付（旧川合小学校の建物・土地）

議第39号 損害賠償の額（車両の損傷）

議第40号 公立大学法人福知山公立大学第2期中期目標の策定

議第42号 令和2年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算
の認定

９月定例会の議決結果について

（議第26号）
「責任のとれない議案には反対」	 荒川　浩司
　この議案の中のポッポランド建設事業の説明を受
けました。「お客様満足度・採算性・市民にとって
の有益性」を考えた時に、私が一定満足する答弁は
無かったのです。心配は、7億以上の建築費でお客
様が少ないという現象です。足りないのは企画力で
す。一議員として責任のとれない議案に賛成する勇
気はありません。

（議第41号から議第55号を除く全議案）
「上程議案すべてに賛成」	 馬谷　明美
　コロナ禍のもと、変革と挑戦が必要な時代。多
くの事業を掲げ、基礎自治体として、SDGsをはじ
め、新しい時代に向け、持続可能で、発展性のある
まちづくりを目指すものであると思います。コロナ
感染症への対応により、さまざまな制約を受けなが
らの市政運営。その実現に向けて知恵と力を出して
いきましょう。

反 対 賛 成

議第26号から議第61号まで　令和3年度一般会計補正予算（第5号）ほか　（議第41号～議第55号までを除く）

（議第41号・52号）
「福祉事業、農業施策の減額は問題」	 塩見卯太郎
　一般会計は、新型コロナウイルス感染症への対策
は評価するが、①福祉関連事業や農業施策事業が減
額、②「同和対策特別措置法」が失効後も部落解放
運動団体補助金の継続、③自治会長に行政の仕事の
委嘱や特別職非常勤職員の任用には反対。後期高齢
者医療事業特別会計は、受けられる医療が差別され
る仕組みのため反対。

（全議案）
「コロナ禍における令和2年度決算」	 足立　治之
　国の補助金制度を利用できない飲食関係以外の事
業所・個人事業主への迅速な対応や、教育現場への
早期のタブレット端末の配布は市民生活の安心につ
ながり、経常収支比率も昨年度から1．3ポイント
改善している。国民健康保険事業、病院事業、上下
水道事業において黒字であり、財源は適正に支出さ
れており認定すべきと考える。

反 対 賛 成

議第41号から議第65号まで  令和2年度一般会計歳入歳出決算の認定ほか

討
論
・
議
決
結
果
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議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 大志

の会
福知山
未来の会 新政会

無
会
派

大
谷
　
洋
介

足
立
　
伸
一
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司

議第26号 令和3年度一般会計補正予算
（第5号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議第41号 令和2年度一般会計歳入歳出決算の
認定

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第52号 令和2年度後期高齢者医療事業特別会
計歳入歳出決算の認定

可
決 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　欠：欠席　　※ 髙橋正樹議員（蒼士会）は議長職のため表決に加わっていません。 
所属会派は、10月29日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧表 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を掲載しています）

議第43号 令和2年度国民健康保険診療所費特別会計歳入歳出
決算の認定

議第44号 令和2年度と畜場費特別会計歳入歳出決算の認定

議第45号 令和2年度宅地造成事業特別会計歳入歳出決算の
認定

議第46号 令和2年度休日急患診療所費特別会計歳入歳出決算
の認定

議第47号 令和2年度公設地方卸売市場事業特別会計歳入歳出
決算の認定

議第48号 令和2年度農業集落排水施設事業特別会計歳入歳出
決算の認定

議第49号 令和2年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事
業特別会計歳入歳出決算の認定

議第50号 令和2年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定

議第51号 令和2年度下夜久野地区財産区管理会特別会計歳入
歳出決算の認定

議第53号 令和2年度水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定

議第54号 令和2年度下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定

議第55号 令和2年度病院事業会計決算の認定

議第56号 令和3年度一般会計補正予算（第6号）

議第57号 過疎地域における福知山市税条例の特例に関する
条例の一部改正

議第58号 福知山市過疎地域自立促進基金条例の一部改正

議第59号 財政調整基金の繰入れ

議第60号 物品の取得（高規格救急自動車）

議第61号 福知山市過疎地域持続的発展市町村計画の策定

議第62号 公平委員の選任（藤
ふ じ

田
た

　清
せ い

治
じ

氏）

議第63号 教育委員の任命（加
か

藤
と う

　由
ゆ

美
み

氏）

議第64号 人権擁護委員の候補者の推薦（岡
お か

田
だ

　壽
と し

仁
ひ と

氏）

議第65号 人権擁護委員の候補者の推薦（植
う え

村
む ら

　泰
や す

興
お き

氏）

議第66号 人権擁護委員の候補者の推薦（柿
か き

坂
さ か

　千
ち

代
よ

氏）

議第67号 人権擁護委員の候補者の推薦（蒲
か ば

　善
よ し

光
み つ

氏）

議第68号 人権擁護委員の候補者の推薦（上
う え

田
だ

　博
ひ ろ

康
や す

氏）

議第69号 人権擁護委員の候補者の推薦（的
ま と

場
ば

　渡
わたる

氏）

市会発意第1号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方財源
の充実を求める意見書

※「議第27号から議第40号まで」、「議第56号から議第69号まで」の28議案に
ついては、田中法男議員は欠席

討
論
・
議
決
結
果
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※所属会派は10月29日現在
※この一般質問の掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※撮影のためマスクを外し、本会議終了後に撮影しています。

録画配信中！
一般質問の
録画配信は
こちらから
（トップ画面）

スマートフォンからもご覧になれます

※各議員の一般質問の録画配信はそれ
ぞれのページのQRコードからもご覧
になれます。

ここが聞きたい！  9月定例会

一 般 質 問
　　　各会派から15議員が質問に登壇！

質問議員

１．大志の会
　　桐村　一彦  議員
２．福知山未来の会
　　中嶋　　守  議員
３．新政会
　　田渕　裕二  議員
４．福知山市議会公明党
　　足立　伸一  議員
５．日本共産党福知山市会議員団
　　紀氏百合子  議員
６．蒼士会
　　足立　治之  議員

７．日本共産党福知山市会議員団
　　塩見卯太郎  議員
８．新政会
　　藤本　喜章  議員
９．新政会
　　尾嶋　厚美  議員
10．日本共産党福知山市会議員団
　　金澤　栄子  議員
11．日本共産党福知山市会議員団
　　吉見　純男  議員
12．無会派
　　荒川　浩司  議員

13．日本共産党福知山市会議員団
　　中村　初代  議員
14．福知山未来の会
　　森下　賢司  議員
15．福知山市議会公明党
　　大谷　洋介  議員

一
般
質
問
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※AIドリル…答えの正誤に応じて出題傾向が変わる教材

問　
市
内
事
業
者
へ
の
支
援

状
況
は
。

答
　
中
小
企
業
者
の
経
営
環

境
の
維
持
と
経
営
の
存
続
が
、

地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な

が
る
も
の
と
認
識
し
、
支
援

す
る
た
め
、
本
市
独
自
で
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
い
る
。

　
「
福
知
山
市
時
短
要
請
協

力
金
対
象
外
事
業
者
応
援
給

付
金
事
業
」「
福
知
山
市
緊

急
事
態
措
置
協
力
金
対
象
外

事
業
者
応
援
事
業
」
に
お
い

て
は
、
府
の
飲
食
事
業
者
な

ど
へ
の
給
付
金
の
対
象
外
事

業
者
を
支
給
対
象
者
と
す
る

こ
と
で
、
制
度
の
枠
か
ら
外

れ
る
事
業
者
を
広
く
支
援
し

て
い
る
。
緊
急
事
態
措
置
協

力
金
対
象
外
事
業
者
応
援
事

業
は
、
さ
ら
に
支
援
を
広
く

行
き
渡
ら
せ
る
た
め
、
9
月

議
会
で
増
額
補
正
を
提
案
し
、

さ
ら
に
は
、
事
業
者
へ
の
支

援
を
切
れ
目
な
く
継
続
し
て

展
開
す
る
た
め
、
新
規
事
業

と
し
て
「
福
知
山
市
月
次
支

援
事
業
」
を
追
加
提
案
し
た
。

問　
継
続
支
援
の
た
め
の
、

市
の
財
源
確
保
は
。

答
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
追
加
配
分
を
受
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
有

利
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、

国
・
府
へ
要
望
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

福知山市の支援制度を掲載した冊子

コロナ禍の市内事業者への対応は
切れ目なく継続して支援展開する

Q

A
　　　　　　大志の会

桐村　一彦  議員

その他の質問

・人口減少問題への対応について
・第2期福知山市環境基本計画について
・SDGsへの対応について

タブレットを活用した授業

1人1台タブレット端末整備後は
効果的な活用の推進に努めている

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

中嶋　　守  議員

その他の質問

・コロナ禍における本市の自殺対策について
・犬の登録及び狂犬病予防注射業務の対応窓口

について

注釈：新型コロナウイルス感染症に関する新たな支援制度な
どができた場合は、この冊子の内容が随時更新されます。 

一
般
質
問
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※航空3Dレーザー測量…航空機で、上空から地上の3次元の点群（大量の細かい点）を取得する技術
※地理情報システム（GIS）…コンピュータ内に地理情報を取り込み活用するシステム

問　
児
童
生
徒
の
健
康
診
断

は
健
康
な
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
実
施
さ
れ
て
お
り
、

優
れ
た
成
果
と
な
っ
て
い

る
。
脱
衣
を
伴
う
検
査
方
法

に
、
児
童
生
徒
や
保
護
者
か

ら
「
と
て
も
恥
ず
か
し
い
」

「
娘
に
恥
ず
か
し
い
思
い
を

さ
せ
た
く
な
い
」
な
ど
、
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

学
校
で
の
健
康
診
断
の
実
施

方
法
は
。

答
　
事
前
に
保
護
者
と
児
童

生
徒
に
は
検
査
の
重
要
性
を

伝
え
、
疾
病
な
ど
の
早
期
発

見
へ
の
理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
は
厳
重
に

対
処
し
、
個
別
の
診
察
ス

ペ
ー
ス
や
、「
つ
い
た
て
ス

ク
リ
ー
ン
」
な
ど
で
個
別
に

脱
衣
が
で
き
る
よ
う
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
い
る
。

問　
思
春
期
の
女
子
児
童
生

徒
は
、脱
衣
を
伴
う
身
体
検

査
の
心
理
的
な
不
安
か
ら
検

診
当
日
の
朝
、保
護
者
へ「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」と
訴

え
る
児
童
生
徒
が
い
る
。こ

の
対
応
と
今
後
の
取
り
組
み

は
。

答
　
本
年
3
月
文
科
省
の
通

知
で
、
児
童
生
徒
の
骨
格
や

健
康
状
態
の
検
査
で
脱
衣
を

伴
う
検
査
は
原
則
必
要
と
捉

え
て
い
る
。
発
達
段
階
に
応

じ
た
心
理
的
負
担
へ
の
配
慮

は
最
大
限
行
い
、
学
校
医
と

共
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な

ど
を
大
切
に
健
診
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

学校健診で服を脱ぐ必要はあるか
プライバシーの保護を大切に実施

Q

A
　　　　　　新政会

田渕　裕二  議員

その他の質問

・18歳新成人の取り組みについて
・ひきこもり支援の取り組みについて

問　
※
航
空
3
D
レ
ー
ザ
ー

測
量
、
ド
ロ
ー
ン
、
※
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
（
G
I
S
）、

林
業
関
係
者
間
の
情
報
共
有

ク
ラ
ウ
ド
な
ど
森
林
分
野
で

の
ス
マ
ー
ト
化
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
　
資
源
情
報
の
高
度
化
、

作
業
の
省
力
化
に
Ⅰ
C
T
の

先
端
技
術
を
活
用
す
る
実
践

的
取
り
組
み
は
重
要
で
あ
る
。

（
市
長
）

問　
ス
マ
ー
ト
化
は
林
業
の

課
題
を
解
決
し
地
域
産
業
振

興
に
貢
献
す
る
と
思
う
が
。

答
　
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
に

よ
る
詳
細
な
森
林
資
源
の
把

握
、
先
端
技
術
に
よ
る
高
性

能
機
械
の
導
入
、
需
要
と
供

給
の
情
報
共
有
の
仕
組
み
づ

く
り
に
林
業
の
ス
マ
ー
ト
化

が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
国

の
「
成
長
戦
略
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
」
に
基
づ
き
、
府
と

連
携
し
普
及
し
て
い
き
た
い
。

問　
森
林
経
営
管
理
事
業
の

計
画
は
優
先
順
位
に
従
い

レ
ー
ザ
ー
測
量
を
進
め
る
と

さ
れ
て
い
る
。
全
域
で
実
施

し
、
早
期
に
情
報
イ
ン
フ
ラ

を
整
え
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
　
Ⅰ
C
T
で
得
る
情
報
を

本
市
施
策
に
活
用
す
る
た
め

全
域
で
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

を
進
め
る
が
、
経
費
や
地
元

調
整
、
将
来
の
情
報
更
新
の

再
測
量
の
必
要
性
を
見
据
え
、

時
期
や
方
法
を
検
討
し
た

い
。  

（
産
業
政
策
部
長
）

林業インフラの一つである土
ど

場
ば

スマート化で森林インフラ整備を
林業でICTの実践的活用は重要

Q

A
　　　　　　福知山市議会公明党

足立　伸一  議員

その他の質問
・再生可能エネルギー普及推進の取り組みにつ

いて
・流域治水について
・有害鳥獣対策について

＊京都新聞　令和2年11月22日 記事より転載。

一
般
質
問
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問　
令
和
2
年
度
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
に
な
っ

た
非
正
規
職
員
の
諸
手
当
、

職
務
給
的
な
手
当
、
専
門
職

に
ふ
さ
わ
し
い
報
酬
額
な
ど

は
ど
う
改
善
さ
れ
た
か
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
に
諸

手
当
な
ど
は
明
示
さ
れ
て
い

な
い
の
で
は
。
年
次
有
給
休

暇
、
公
民
権
の
行
使
な
ど
国

に
準
じ
た
保
障
は
さ
れ
て
い

る
か
。
年
度
替
わ
り
な
ど
の

任
期
と
任
期
の
間
に
不
適
切

な
空
白
を
設
け
て
い
な
い
か
。

公
務
員
共
済
制
度
や
厚
生
年

金
保
険
制
度
へ
の
加
入
は
ど

う
か
。

答
　
全
員
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム

で
、
支
給
で
き
る
手
当
は
限

定
さ
れ
て
お
り
、
期
末
手
当

と
特
殊
勤
務
手
当
、
時
間
外

勤
務
手
当
と
通
勤
費
を
支
給
。

報
酬
面
で
は
制
度
前
よ
り
下

が
っ
た
職
員
は
い
な
い
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
所
定
の
様
式

に
記
載
し
て
い
る
。
休
暇
な

ど
は
、
国
の
会
計
年
度
任
用

職
員
に
準
拠
し
、
年
次
有
給

休
暇
や
公
民
権
の
行
使
を
含

め
特
別
休
暇
を
増
や
し
た
。

コ
ロ
ナ
関
連
の
特
別
休
暇
や

職
務
免
除
制
度
は
正
規
職
員

同
様
に
有
給
と
し
て
い
る
。

職
員
に
不
利
に
な
る
空
白
期

間
は
以
前
か
ら
設
け
て
い
な

い
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
は
共
済

組
合
の
加
入
対
象
外
だ
が
、

来
年
10
月
か
ら
年
金
法
の
改

正
で
共
済
組
合
の
対
象
に
な

る
。
　
　
（
市
長
公
室
長
）

1,000人を超える非正規職員が働く福知山市

市役所の非正規職員の処遇改善を
働きやすい職場の実現に取り組む

Q

A
日本共産党福知山市会議員団

紀氏百合子  議員

その他の質問
・自治会活動への支援について
・空き家対策について
・旧3町拠点施設の存続と、行政財産としての

継続について
・JR上夜久野駅、下夜久野駅の利用者駐車場の

提供について

問　
府
の
【
動
物
愛
護
推
進

計
画
】
に
対
す
る
考
え
は
。

答
　
京
都
府
か
ら
委
嘱
を
受

け
ら
れ
た
動
物
愛
護
推
進
委

員
と
の
連
携
に
よ
り
動
物
愛

護
の
推
進
を
図
り
た
い
。

問　
市
民
か
ら
の
野
良
猫
の

糞
尿
や
餌
や
り
に
つ
い
て
の

苦
情
対
応
は
。

答
　
中
丹
西
保
健
所
と
連
携

し
、
現
地
に
出
向
き
事
情
な

ど
を
聴
き
、
指
導
や
啓
発
チ

ラ
シ
に
よ
る
周
知
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

問　
本
市
の
犬
猫
の
保
護
団

体
の
数
と
そ
の
活
動
内
容
の

把
握
は
。

答
　
正
確
な
数
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
積
極
的
に
活
動

し
て
お
ら
れ
る
団
体
は
複
数

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　
府
な
ど
と
連
携
し
動
物

愛
護
条
例
の
制
定
は
。

答
　
引
き
続
き
「
京
都
府
動

物
の
飼
育
管
理
と
愛
護
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
動

物
愛
護
・
適
正
飼
育
に
つ
い

て
京
都
府
（
中
丹
西
保
健

所
）
と
連
携
し
普
及
啓
発
、

指
導
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。（

市
民
総
務
部
長
）

問　
教
育
的
見
地
か
ら
見
た

動
物
愛
護
教
育
の
内
容
は
。

答
　
小
中
学
校
の
道
徳
教
育

の
中
で
生
命
を
尊
重
す
る
心
、

他
者
を
思
い
や
る
心
な
ど

個
々
を
大
切
に
し
た
教
育
を

実
践
し
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
理
事
）

保護されている猫達

動物愛護と教育のまち福知山とは
動物愛護は京都府との連携で対応

Q

A
　　　　　　蒼士会

足立　治之  議員

その他の質問
・コロナウイルス感染症に対する市民への発信

方法について
・酒呑童子の里大江どぶろく特区の現状と将来

展望について
・「スイーツのまち福知山」事業の現状と将来

展望について

※写真提供　キャッツ−ワン［犬猫里親探し］保護猫譲渡会会場にて

一
般
質
問



15　議会だより　No.133

問　
京
都
府
は
府
内
5
カ
所

の
勤
労
者
福
祉
会
館
の
今
後

の
方
向
性
を
議
論
す
る
「
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
を
8
月

23
日
設
置
し
た
。
今
年
3
月

の
京
都
府
外
部
監
査
か
ら

「
長
寿
命
化
す
べ
き
か
、
近

隣
と
の
統
廃
合
か
、
施
設
存

続
の
是
非
」
の
意
見
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
協
議
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
中
丹
勤
労

者
福
祉
会
館
は
、
令
和
2
年

度
、
多
く
の
団
体
な
ど
4
万

人
が
利
用
し
て
い
る
。
ま
た

広
域
避
難
所
で
あ
る
。
6
月

議
会
で
、
本
市
か
ら
府
に
存

続
を
求
め
る
よ
う
質
問
し
た

が
、
働
き
か
け
ら
れ
た
か
。

答
　
府
の
包
括
外
部
監
査
の

情
報
提
供
を
受
け
た
段
階
で

あ
り
、
今
後
、
府
に
お
け
る

あ
り
方
検
討
の
経
過
や
、
議

論
の
推
移
を
注
視
す
る
と
6

月
議
会
で
答
弁
し
た
。
府
で

は
、
あ
り
方
の
検
討
に
つ
い

て
8
月
に
会
合
が
開
催
さ
れ

た
。
現
在
府
か
ら
本
市
に
意

見
照
会
も
な
い
段
階
で
あ
り
、

引
き
続
き
注
視
す
る
。

（
市
長
）

問　
府
は
、令
和
6
年
度
ま

で
か
け
て
検
討
す
る
と
し
て

い
る
。引
き
続
き
長
寿
命
化

も
含
め
て
存
続
を
強
く
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
包
括
外
部
監
査
は
令
和

6
年
度
ま
で
に
、
方
向
性
を

決
定
す
る
と
し
て
お
り
、
あ

り
方
検
討
委
員
会
を
注
視
す

る
。
　
（
産
業
政
策
部
長
）

京都府中丹勤労者福祉会館

中丹勤労者福祉会館は存続を
京都府のあり方検討会議を注視

Q

A
日本共産党福知山市会議員団

塩見卯太郎  議員

その他の質問
・「（仮称）福知山鉄道館ポッポランド」の施

設の計画について
・パーム油バイオマス発電所を巡る福知山市の

対応と条例制定について
・盛土による崩落、土石流災害防止、砂防ダム

の点検を

問　
桃
映
地
域
公
民
館
は
施

設
機
能
が
十
分
で
な
い
が
、

整
備
に
向
け
た
市
の
対
応
は
。

答
　
施
設
と
し
て
は
体
育
館

し
か
な
く
、
生
涯
学
習
を
行

う
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の

施
設
機
能
が
十
分
で
な
い
こ

と
か
ら
将
来
は
、
新
た
な
公

民
館
施
設
を
整
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

問　
新
た
に
建
設
す
る
場
合

の
施
設
機
能
は
。

答
　
生
涯
学
習
を
行
う
施
設

機
能
に
加
え
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
機
能
を

集
約
し
た
複
合
施
設
と
し
、

大
正
文
化
セ
ン
タ
ー
も
施
設

内
に
移
転
統
合
を
計
画
し
、

S
D
G
s
に
貢
献
で
き
る
高

機
能
な
設
備
を
設
置
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
教
育
部
長
）

問　
建
設
予
定
場
所
と
建
設

に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
　
公
民
館
活
動
を
効
果
的

に
行
う
上
で
、
体
育
館
と
隣

接
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
建
設
に
つ
い
て
は
、

既
に
地
元
と
確
認
し
て
い
た

桃
映
地
域
体
育
館
に
隣
接
し

て
い
る
場
所
を
考
え
て
い
る
。

建
設
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
地
元
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
施
設
機
能
を
確
定

す
る
と
と
も
に
、
整
備
に
係

る
財
源
の
確
保
な
ど
を
行
い
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
建

設
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
　
　
（
市
長
）

新たな地域拠点施設として、施設整備を待つ、
桃映地域公民館

拠点施設としての地域公民館整備
桃映地域公民館整備を早い時期に

Q

A
　　　　　　新政会

藤本　喜章  議員

その他の質問

・本市における子育て支援は
・これまでの消防団員確保に向けた対策と今後

の取り組みについて

一
般
質
問
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問　
低
炭
素
・
循
環
型
社
会

に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

答
　
本
市
は
、
2
月
に
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
を
宣

言
。
6
月
に
は
、「
※
再
エ
ネ

1
0
0
宣
言 

R
E 

A
c
t

i
o
n
」
に
参
加
。
2
0
5

0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
脱
炭
素
の
取

り
組
み
を
推
進
。
ま
た
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
3
月
に
策
定

し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
に
基
づ
き
市
民
、
事
業

者
、
市
民
団
体
お
よ
び
市
が

協
働
し
、
3
R
活
動
な
ど
の

施
策
を
推
進
し
、
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
取
り
組

ん
で
い
る
。
　
　
（
市
長
）

問　
今
後
の
方
向
性
は
。

答
　
脱
炭
素
・
循
環
型
社
会

の
取
り
組
み
と
自
然
共
生
社

会
の
形
成
は
、
環
境
施
策
を

行
う
上
で
統
合
的
に
行
う
。

問　
自
然
共
生
社
会
の
さ
ら

な
る
共
有
・
連
携
を
進
め
る

政
策
は
、
計
画
に
ど
の
よ
う

に
盛
り
込
ま
れ
る
の
か
。

答
　
自
然
共
生
社
会
の
取
り

組
み
は
、
S
D
G
s
に
掲
げ

る
環
境
・
経
済
の
統
合
性
に

も
合
致
し
て
お
り
、
市
民
が

将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的

に
良
好
な
環
境
と
充
実
し
た

暮
ら
し
を
享
受
で
き
る
社
会

の
構
築
を
目
指
し
福
知
山
市

環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。
（
産
業
政
策
部
長
）

低炭素・循環型・自然共生社会の統合的な取り組み 

低炭素・循環型・自然共生統合は
環境施策を行う上で統合的に行う

Q

A
　　　　　　新政会

尾嶋　厚美  議員

その他の質問
・中山間地域の農業の現状及び課題について
・地域における避難所機能の充実について
・移住定住される方の災害リスク情報の取り方

について

問　
本
市
の
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
　
計
画
を
包
含
す
る
新
た

な
福
知
山
市
環
境
基
本
計
画

の
策
定
に
あ
た
り
、
令
和
3

年
度
に
調
査
研
究
を
行
い
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
意

識
調
査
を
行
う
。
（
市
長
）

問　
2
0
5
0
年
に
C
O
²

排
出
量
実
質
ゼ
ロ
を
目
指

す
計
画
だ
が
、国
連
の
気

候
変
動
に
関
す
る
機
関
は

2
0
3
0
年
ま
で
の
削
減
数

値
を
2
0
1
0
年
度
比
45
％

削
減
し
な
い
と
、気
温
上
昇

を
1
・
5
度
ま
で
に
押
さ
え

込
め
な
い
と
報
告
し
て
い
る
。

市
の
計
画
の
削
減
目
標
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

答
　
策
定
に
当
た
り
調
査
研

究
に
一
定
の
時
間
を
要
す
る
。

国
の
改
正
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
の
詳
細
な
内
容
が
示

さ
れ
た
後
に
、
本
市
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
目
標
な
ど
を

示
し
て
い
き
た
い
。

問　
今
年
度
の
地
域
貢
献
型

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事
業
で
は
、

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
住
宅
お
よ

び
設
備
に
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
。
Z
E
H
（
ネ
ッ

ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ

ウ
ス
）
1
0
0
戸
に
対
す
る

申
請
状
況
は
。

答
　

8
月
末
時
点
で
10
件
の

申
請
が
あ
っ
た
。
引
き
続
き

幅
広
く
広
報
し
普
及
促
進
に

努
め
て
い
き
た
い
。

（
産
業
政
策
部
長
）

ZEH（ゼッチ）
（ネット・ゼロ・エネルギーハウス）の省エネ・再エネ

CO₂削減2030年目標数値は　
新たな環境基本計画で示したい

Q

A
日本共産党福知山市会議員団

金澤　栄子  議員

その他の質問
・ジェンダー平等視点から、生理用品の設置や

配布を
・医療・介護の支援制度基準の緩和を
・福知山市における8050問題の対策は

出典：経済産業省資源エネルギー庁ウェブサイト
（https://www.enecho.meti.go.jp）

※再エネ100宣言 RE Action（アールイー・アクション）…企業、自治体、教育機関、医療機関等の団体が使用電力を100％再生可能エネルギーに転換すると意思と行動を示し、再エネ100％利用を促進する新たな枠組
一
般
質
問
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問　
事
業
実
施
法
人
に
お
い

て
は
、
運
転
手
の
確
保
が
困

難
と
な
り
新
規
会
員
の
募
集

停
止
な
ど
、
移
送
サ
ー
ビ
ス

の
要
望
に
応
え
ら
れ
て
い
な

い
実
態
が
あ
る
が
、
市
の
対

応
は
。

答
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
窓
口

に
て
配
布
し
て
い
る
福
祉
有

償
運
送
に
関
す
る
チ
ラ
シ
に

運
転
手
登
録
の
お
願
い
を
掲

載
し
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
ら
え
て
新
た

な
担
い
手
の
確
保
に
つ
い
て

実
施
団
体
と
協
力
し
な
が
ら

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
本
市
で
、
福
祉
有
償
運

送
事
業
が
開
始
さ
れ
て
10
年

以
上
が
経
過
す
る
が
現
在
に

至
っ
て
は
、事
業
環
境
が
異

な
っ
て
き
て
い
る
。安
定
運

営
を
行
う
た
め
に
は
、補
助

金
上
限
額
の
引
き
上
げ
を
行

う
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
福
知
山
市
福
祉
有
償
運

送
実
施
団
体
活
動
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
平
成
22
年

の
制
定
以
後
、
平
成
23
年
に

は
補
助
対
象
経
費
の
範
囲
拡

大
、
平
成
28
年
に
は
運
行
実

績
に
よ
る
加
算
を
設
け
、
補

助
総
額
上
限
を
15
万
円
か
ら

19
万
円
に
引
き
上
げ
て
き
た
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
実
施
団

体
の
状
況
や
社
会
情
勢
を
総

合
的
に
勘
案
し
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
　
（
建
設
交
通
部
長
）

運転手などの不足により要望に応えられない送迎車

福祉有償運送の補助金引き上げを
総合的に勘案し、研究していく

Q

A
日本共産党福知山市会議員団

吉見　純男  議員

その他の質問

・市役所、地域公民館にWi-Fi設備の設置を
・三和荘の運営方針について
・三和診療所の早期診療開始の方針は

問　
土
師
パ
ー
ム
油
発
電
所

建
設
は
、
事
業
者
と
経
済
産

業
省
と
の
間
で
進
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
り
、
本
市
の
関
与

は
な
い
と
の
主
張
を
さ
れ
て

き
た
。
情
報
開
示
の
資
料
に

は
「
街
づ
く
り
は
行
政
の
取

組
で
あ
り
、
弊
社
は
計
画
段

階
か
ら
種
々
相
談
を
重
ね
て

い
る
」
と
の
回
答
が
あ
る
が
、

本
市
は
計
画
段
階
か
ら
関
与

し
て
い
た
の
か
。

答
　
こ
の
文
書
は
事
業
者
が

地
域
住
民
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
時
の
議
事
録
を
本
市

が
受
け
取
っ
た
も
の
。
本
市

の
関
与
は
、
都
市
計
画
課
で

建
築
確
認
事
前
協
議
を
受
け
、

消
防
部
署
で
は
、
指
定
可
燃

物
取
扱
い
届
書
な
ど
を
受
理

し
た
。

問　
こ
の
開
示
資
料
に『
議

事
録
は
本
自
治
会
長
に
提
出

す
る
が
赤
字
部
分
は
内
容
を

精
査
し
再
確
認
さ
れ
た
い
』

と
あ
る
。ま
た『
議
事
録
は
外

部
公
開
前
に
市
に
提
出
を
』

と
あ
る
。本
事
業
者
が
実
際

に
自
治
会
提
出
前
の
資
料
を

本
市
に
事
前
提
出
し
、市
が

修
正
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所

は
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。市

は
パ
ー
ム
油
発
電
計
画
に
初

期
段
階
か
ら
関
与
し
て
い
た

の
か
。

答
　
先
ほ
ど
の
回
答
と
同
様

で
あ
る
。（

市
民
総
務
部
長
）

問題の記載があった、情報開示の資料

本市は計画段階から関与か
建築協議と指定可燃物届を受理

Q

A
　　　　　　無会派

荒川　浩司  議員

その他の質問

・本市のコロナ対応について
・荒河地域の調節池の容量について
・本市の一般廃棄物処理に関する違法性について

一
般
質
問
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問　
旧
有
仁
小
学
校
敷
地
内

の
斜
面
に
、
約
33
万
年
前
に

九
州
の
霧
島
火
山
の
巨
大
噴

火
で
飛
ん
で
き
た
加か

久く

藤と
う

火

山
灰
層
と
い
う
地
質
資
料
が

あ
る
。
こ
の
火
山
灰
層
の
価

値
や
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
こ
の
火
山
灰
層
は
露
頭

と
し
て
は
京
都
府
内
唯
一
の

も
の
で
、
貴
重
な
資
料
と
考

え
て
い
る
。
重
要
性
に
つ
い

て
は
、
現
在
地
質
研
究
者
に

よ
り
、
調
査
研
究
中
で
そ
の

結
果
を
得
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

問　
加
久
藤
火
山
灰
層
は
、

昔
、由
良
川
が
ど
の
よ
う
に

流
れ
て
い
た
の
か
を
調
べ
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
共
に
、

33
万
年
前
の
歴
史
を
学
ぶ
こ

と
は
地
球
の
温
暖
化
の
解
明

や
、今
後
の
対
策
に
も
か
か

わ
っ
て
く
る
の
で
は
と
考
え

ら
れ
る
。し
か
し
、有
仁
小
学

校
は
閉
校
と
な
り
、今
後
民

間
活
用
で
用
途
が
変
わ
り
斜

面
が
削
ら
れ
る
と
、火
山
灰

層
が
無
く
な
る
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
。火
山
灰
層
の
重
要

性
を
普
及
し
保
存
す
べ
き
だ

が
。

答
　
保
存
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
調
査
研
究
の
結
果
を
ふ

ま
え
て
、
関
係
者
を
含
め
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。
重
要

性
の
普
及
に
つ
い
て
は
、
地

域
公
民
館
の
歴
史
講
座
な
ど

で
、
地
域
を
学
ぶ
資
料
と
し

て
、
今
後
も
活
用
し
て
い
き

た
い
。
（
地
域
振
興
部
長
）

旧有仁小学校敷地内にある加久藤火山灰層

大江町の加久藤火山灰層の保存を
地質研究者の調査研究結果で対応

Q

A
日本共産党福知山市会議員団

中村　初代  議員

その他の質問
・コロナ爆発的感染から命と暮らしを守る

対策を
・由良川流域の治水対策について
・ごみの減量化に向けて、資源ごみ集団回

収団体報奨金の引き上げを

問　
野
球
場
移
転
の
検
討
状

況
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
か
ら
、
移
転

を
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
し

て
き
た
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全

般
の
総
合
的
な
検
討
の
中
で

優
先
順
位
も
整
理
し
て
お
り
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問　
野
球
場
は
、立
地
環
境

面
で
も
設
備
面
で
も
近
隣
他

市
の
球
場
と
比
べ
て
大
き
な

差
が
あ
る
。こ
の
課
題
を
ど

う
認
識
し
、改
善
す
る
つ
も

り
か
。

答
　
選
手
専
用
入
退
場
口
や

ト
イ
レ
も
な
く
、
更
衣
室
の

不
備
な
ど
施
設
の
課
題
が
あ

る
。
駐
車
場
も
不
足
し
、
応

援
に
伴
う
近
隣
へ
の
騒
音
も

認
識
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
に
向
け
て
さ
ら
に

さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
検
討
し

た
い
。

問　
問
題
解
決
の
た
め
に
は

三
段
池
公
園
へ
の
移
転
拡
充

を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
が
。

答
　
三
段
池
公
園
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
全
般

の
今
後
の
あ
り
方
や
優
先
順

位
を
含
め
、
野
球
場
の
移
転

を
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

問　
陸
上
競
技
場
の
整
備
を

府
に
強
く
要
望
す
る
、
と
の

こ
と
だ
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答
　
府
へ
継
続
し
て
設
置
要

望
し
て
お
り
、
今
後
も
強
く

要
望
す
る
。
一
方
、
サ
ッ

カ
ー
な
ど
多
目
的
に
使
用
で

き
る
競
技
場
の
設
置
に
向
け

て
、
市
も
検
討
中
だ
。

（
地
域
振
興
部
長
）

施設に課題が多く早期移転が望まれる市営球場

野球場移転と陸上競技場整備は
優先順位も整理して検討していく

Q

A
　　　　　　福知山未来の会

森下　賢司  議員

その他の質問
・市営住宅の需要と供給を考慮した適切な

戸数の維持は
・有害鳥獣被害軽減対策のこれからは
・若い世代の新型コロナウイルス感染を防

ぐために

一
般
質
問
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問　
福
知
山
公
立
大
学
は
、

本
市
に
と
っ
て
最
大
の
パ

ワ
ー
源
で
あ
り
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
社
会
資
本
と
考
え

る
が
、
大
学
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
を
期
待
す
る
か
。

答
　
令
和
2
年
度
の
情
報
学

部
の
開
設
に
よ
り
文
理
2
学

部
、
1
学
年
2
0
0
名
体
制

と
な
っ
た
こ
と
で
、
平
成
28

年
度
の
開
学
当
初
と
比
較
す

る
と
学
生
数
は
5
3
0
名
増

加
し
、
ひ
い
て
は
本
市
の
若

者
人
口
の
確
保
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。
北
近
畿
地
域

全
体
の
※
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
推

進
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
創
出
な
ど
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
本
市
は
大
学
を
生
か
し

て
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　
地
方
大
学
を
核
と
し
た

地
域
創
生
の
先
端
事
例
と
な

る
「
福
知
山
モ
デ
ル
」
の
構

築
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
の
解
決
や
若
者
の
定
着
に

よ
る
地
域
活
力
の
維
持
・
向

上
さ
ら
に
は
国
際
化
・
異
文

化
理
解
な
ど
に
つ
な
げ
た
い
。

（
市
長
公
室
長
）

開学した情報学部の熱心な授業

本市の将来のパワーの源は何か
大学は重要な成長エンジンである

Q

A
　　　　　　福知山市議会公明党

大谷　洋介  議員

その他の質問
・新型コロナウイルス感染症対策について
・奨学金の企業・行政による肩代わり返済について
・市民病院を発展させた要因について
・プッシュ型行政サービスについて
・確定申告に基づいた売り上げによる補助金確定について

北欧の社会福祉
子育て支援策と高齢者福祉を中心に研修会

教育厚生
委 員 会

活
動
日

7
月
30
日
㈮

場
　
所

福
知
山
公
立
大
学

　
令
和
3
年
度
教
育
厚
生
委
員
会

の
調
査
研
究
と
し
て
「
高
齢
化

社
会
と
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」、

福
知
山
公
立
大
学
の
川
島
典
子
教

授
（
地
域
経
営
学
部
医
療
福
祉
経

営
学
科
）
を
講
師
に
研
修
会
を
行

い
、
福
祉
先
進
国
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
子
育
て
支
援
策

や
高
齢
者
福
祉
の
現
状
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
育
児
休
業

は
子
ど
も
が
3
歳
に
な
る
ま
で
自

由
に
取
得
で
き
、
こ
れ
と
は
別

に
「
両
親
休
業
制
度
」「
父
親
休

業
制
度
」
な
ど
が
あ
る
。「
母
親

手
当
」
で
は
妊
娠
4
カ
月
ま
で
に
、

衣
類
・
お
し
め
・
お
も
ち
ゃ
な
ど

の
現
物
か
現
金
が
給
付
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
父
親
の

育
児
休
暇
は
最
低
12
週
間
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
育
児
休
暇
中
の
給
与

保
障
は
1
0
0
％
。
児
童
手
当
は

月
約
1
万
6
千
円
を
18
歳
ま
で
支

給
さ
れ
る
。
充
実
し
た
子
育
て
支

援
策
で
は
あ
る
が
、
消
費
税
は

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
22
％
ノ
ル
ウ
ェ
ー

24
％
で
あ
る
。

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
齢
者
福
祉

は
、
脱
施
設
化
・
在
宅
ケ
ア
化
の

方
向
で
あ
り
、
75
～
90
歳
の
在
宅

高
齢
者
宅
に
年
2
回
、
看
護
・
医

療
系
の
専
門
職
が
「
予
防
的
家
庭

訪
問
」
を
行
う
こ
と
が
各
自
治
体

に
義
務
化
さ
れ
て
い
る
。

　
川
島
教
授
の
研
究
と
し
て
、
町

内
会
や
自
治
会
な
ど
地
縁
を
中
心

と
し
た
結
合
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ

ピ
タ
ル
と
、
町
外
か
ら
来
た
人
が

橋
渡
し
的
に
N
P
O
と
し
て
地
域

を
つ
な
い
で
い
く
橋
渡
し
型
ソ
ー

シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
双
方
で
、

介
護
予
防
や
子
育
て
を
包
括
的
に

支
援
し
て
い
け
ば
効
果
的
で
は
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
と

子
育
て
・
教
育
の
充
実
に
む
け
て

今
後
も
調
査
研
究
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

北欧の社会福祉を学ぶ

※
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
：
社
会
・
地
域
に
お

け
る
人
々
の
信
頼
関
係
や
結
び
つ
き
を
表
す
概
念

※デジタルトランスフォーメーション…進化したデジタル技術を浸透させることで人々の生活をよりよいものに変革すること

一
般
質
問

委
員
会
活
動
報
告
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研修会で講評を受けた
「ふくちやまし議会だよりNo.132」

※ e ラーニング…主にインターネットを利用した学習形態

広報広聴
委 員 会

初の試み　行政視察「オンライン」で受け入れ
兵庫県洲本市議会　議会報編集特別委員会と意見交換

開
催
日

７
月
29
日
㈭

開
催
手
法
オ
ン
ラ
イ
ン
・
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

開
催

従
来
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
う
議
会
や
各
委
員
会
へ
、
現
地
に

足
を
運
び
直
接
、
情
報
や
意
見
交
換

を
行
う
行
政
視
察
。

今
回
は
、
昨
今
の
社
会
状
況
を
考

慮
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
兵
庫
県

洲
本
市
議
会　
議
会
報
編
集
特
別
委

員
会
の
行
政
視
察
を
受
け
入
れ
、
広

報
広
聴
委
員
会
で
対
応
し
ま
し
た
。

お
互
い
に
と
っ
て
初
め
て
の
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
行
政
視
察
と
い
う
こ
と

で
、
事
前
に
機
材
チ
ェ
ッ
ク
や
音
声

テ
ス
ト
な
ど
を
行
い
実
施
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
聞
き
た
い
こ
と
が
聞
け

て
良
か
っ
た
」「
新
鮮
で

や
っ
て
良
か
っ
た
」「
資
料

が
見
や
す
く
て
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
な
ど
距
離
の

壁
を
感
じ
さ
せ
な
い
視
察

受
け
入
れ
が
で
き
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
を
行
い
、

予
定
の
２
時
間
が
あ
っ
と

い
う
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
内
容
は
、

主
に
、
議
会
広
報
紙
の
編

集
や
発
行
に
つ
い
て
、
議

会
報
告
会
に
つ
い
て
の
開

催
方
法
や
広
報
の
仕
方
な

ど
を
中
心
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
先

進
地
で
あ
る
洲
本
市
の
取
り
組
み
な

ど
も
情
報
共
有
が
で
き
、
今
後
の
議

会
活
動
に
生
か
せ
る
行
政
視
察
受
け

入
れ
と
な
り
ま
し
た
。

現
地
を
訪
ね
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま

し
て
行
う
、
行
政
視
察
に
は
敵
わ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
予
期
せ
ぬ

社
会
状
況
と
な
っ
た
時
で
も
、
学
び

合
い
の
場
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど
色
々
な
手
法
を
用

い
て
、
広
報
広
聴
の
分
野
や
そ
れ
以

外
で
も
こ
の
よ
う
な
学
び
の
機
会
を

作
り
出
し
、
さ
ら
に
市
民
の
声
を
反

映
す
る
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

オンライン行政視察

広報広聴
委 員 会

《市町村議会広報研修会を e ラーニングで受講》
― 住民に読まれ、議会活動が伝わる ―

開
催
日

10
月
14
日
㈭

場　
所

全
議
員
協
議
会
室

２
年
ご
と
に
、
京
都
市
内
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
市
町
村
議
会
広
報
研

修
会
」
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
※
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
研
修
と
な
り
ま
し

た
。市

民
と
議
会
と
を
結
ぶ
た
め
の

ツ
ー
ル
で
あ
る
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

市
民
に
読
ま
れ
議
会
活
動
が
伝
わ
ら

な
け
れ
ば
発
行
す
る
意
味
が
な
い
と

い
う
こ
と
や
、
議
会
活
動
の
見
え
る

化
・
説
明
責
任
・
情
報
共
有
・
互
い

の
信
頼
感
の
醸
成
・
福
祉
の
向
上
な

ど
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
そ
の
関
係
に
基
づ
き
、
初
め
て

行
政
と
の
善
政
競
争
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
る
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
開
か
れ
た
議
会
の
二
大
目

標
の
一
つ
は
、
市
民
に
見
え
る
議
会

へ
の
進
化
と
拡
充
、
二
つ
目
は
、
市

民
の
意
見
を
聞
く
議
会
で
す
。

一
つ
目
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
事
中
継
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
・Tw

itter

の
活
用
、
委

員
会
審
議
の
公
開
や
、
議
案
資
料
の

配
布
な
ど
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

市
民
の
意
見
を
聞
く
議
会
と
な
る

た
め
に
は
、
議
会
報
告
会
や
意
見
交

換
会
の
実
施
、
請
願
陳
情
の
取
り
扱

い
の
改
善
、
公
聴
会
、
参
考
人
の
招

致
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
市
の
議
会
だ
よ
り
の
具
体
的
な

講
評
は
、
表
紙
に
若
い
世
代
の
方
の

写
真
を
大
き
く
入
れ
て
い
る
こ
と

と
、
裏
面
の
「
元
気
や
で
福
知
山
」

が
、
表
紙
写
真
の
関
連
記
事
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
評
価
さ
れ
ま
し

た
。
全
体
的
に
、
文
字
が
多
く
読
み

づ
ら
い
部
分
が
一
部
あ
る
が
、
見
出

し
を
効
果
的
に
使
用
し
読
み
や
す
く

な
っ
て
い
る
と
の
評
価
で
し
た
。
ま

た
、
読
者
の
参
加
型
の
紙
面
が
あ
れ

ば
も
っ
と
良
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま

し
た
。
本
市
議
会
以
外
の
議
会
だ
よ

り
の
講
評
も
あ
り
、
学
ぶ
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
は
今
後
の
「
議

会
だ
よ
り
」
に
十
分
取
り
入
れ
、
よ

り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

委
員
会
活
動
報
告
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「まちづくり構想」とは自治基本条例に基づく市政運営の指針として、最上位に位置
づけられる計画のことです。

福知山市の「まちづくり構想」に
議会の意見を提案

20年先の福知山をイメージして

委
員
会
の
設
置
目
的

こ
れ
ま
で
、
福
知
山
市
の
「
総

合
計
画
」
は
、
５
年
ご
と
に
市
長

か
ら
12
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
、

翌
年
の
１
月
頃
に
議
会
で
審
査
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
審
査
と
言
っ
て
も
一

旦
、
提
案
さ
れ
た
総
合
計
画
の
議

案
に
議
会
の
意
見
や
見
解
を
組
み

込
み
、
修
正
す
る
こ
と
は
、
時
間

的
に
も
か
な
り
無
理
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
に
な
っ
て
、

「
現
総
合
計
画
（
未
来
創
造
福
知

山
）
に
対
す
る
、
検
証
を
お
こ
な

い
課
題
の
抽
出
が
必
要
で
は
な
い

か
」
と
い
う
意
見
が
で
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
の
定
例
会
で
、
議

長
を
除
く
全
議
員
で
構
成
す
る
任

意
の
本
委
員
会
を
設
置
し
、
先
に

述
べ
ま
し
た
現
総
合
計
画
の
検
証

や
課
題
を
抽
出
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
来
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

現
総
合
計
画
に
対
す
る
検
証
と

課
題
の
抽
出
方
法
は
、
現
存
す
る

３
常
任
委
員
会
を
「
分
科
会
」
と

し
て
、
基
本
的
に
常
任
委
員
会
の

「
所
管
」
ご
と
に
テ
ー
マ
を
割
り

振
り
、
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
の

正
副
委
員
長
で
取
り
ま
と
め
を
行

い
ま
し
た
が
、
全
体
で
は
１
６
２

項
目
の
課
題
が
抽
出
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
分
科
会
で
抽
出
さ
れ

た
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
と
「
意

見
交
換
会
」
を
開
催
し
、
現
総
合

計
画
の
課
題
や
問
題
点
が
さ
ら
に

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

現
総
合
計
画
へ
の
議
会
提
案

意
見
交
換
会
を
経
て
、
議
会
と

し
て「
論
点・争
点
」に
至
っ
た
テ
ー

マ
が
、
15
項
目
に
な
り
、
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
、
市
長
に
「
議
会
か

ら
の
提
案
」
と
し
て
市
長
公
室
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の
議
会
か

ら
の
提
案
が
、「
来
年
度
か
ら
始
ま

る
ま
ち
づ
く
り
構
想
に
い
か
に
反

映
さ
れ
る
か
」
が
委
員
会
と
し
て

最
も
重
要
な
役
割
と
い
え
ま
す
。

議
会
提
案
に
対
す
る
意
見
交
換
会

そ
の
後
、
執
行
部
か
ら
、
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
「
素
案
」
が
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
議
会
か
ら
の
提
案

が
「
こ
の
素
案
に
ど
の
よ
う
に
組

み
込
ま
れ
て
い
る
か
」
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
（
議
論
）
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
提
案
し
た
課
題
以
外
に
つ

い
て
も
、
そ
の
場
で
し
っ
か
り
し

た
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ま
ち
づ
く
り
構
想

が
議
会
に
提
案
さ
れ
る
と
、
時
間

的
に
も
余
裕
が
な
い
た
め
に
、
提

案
前
に
こ
の
よ
う
な
、
現
総
合
計

画
に
対
す
る
課
題
や
問
題
点
を

テ
ー
マ
に
し
た
執
行
部
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
議
会

の
意
見
を
伝
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

全
国
の
地
方
議
会
の
中
で
も
、

こ
の
よ
う
に
総
合
計
画
の
議
案
提

案
前
に
、
課
題
や
問
題
点
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
、
新
た
な
総

合
計
画
に
「
議
会
の
意
志
」
を
反

映
す
る
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

以
上
の
経
過
を
踏
ま
え
、
今
後
、

12
月
定
例
会
に
「
ま
ち
づ
く
り
構

想 

福
知
山
」
が
提
案
さ
れ
た
時
点

で
、
本
委
員
会
は
そ
の
役
割
を
終

え
ま
す
。
そ
の
後
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
き
、
議
会
設
置
の
「
特

別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
委
員
会
で
、「
ま
ち

づ
く
り
構
想 

福
知
山
」
を
審
査
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
任
意
設
置

の
本
委
員
会
で
議
論
を
重
ね
て
き

た
議
会
の
提
案
が
ど
の
様
な
形
で
、

反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
私
達
、
議

員
に
と
っ
て
も
非
常
に
意
義
深
い

特
別
委
員
会
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
福
知
山
市
の
こ
れ
か
ら
20
年

先
を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り
構
想

を
、
今
後
し
っ
か
り
審
査
し
て
ま

い
り
ま
す
。

総務防災、教育厚生、産業建設の
３分科会を設けた

総務防災分科会での執行部との意見交換

田村市長公室長に議会からの提案を手渡す

福　知　山　市
まちづくり構想
調査研究委員会

委
員
会
活
動
報
告



『教えてドッコちゃん!』
こんにちは、今回から新シリーズとして私、ドッコちゃんが、議会用語や
福知山市議会での取り扱いなどについて、分かりやすく説明します。

請

　願

紹
介
議
員

市
議
会（
受
理
）

所
管
の
委
員
会

本
会
議（
議
決
）

関
係
機
関
に
送
付

第1回目は【請願】です。

採択

不採択

1名以上の議員の紹介が必
ず必要なため、事前の説明
会を開催しています。

委員会で、請願者に請願の
趣旨について説明をしてい
ただいています。

※採択された請願は、市長や教育委員会などの市執行機関などに送りその実現に努力をするよう議会は求めていきます。
※議員の紹介を必要としない【陳情】もあります。

新シリーズ

福知山市
イメージキャラクター

ドッコちゃん

請願とは、市民の皆様はもとより、どなたでも市政などについて
直接市議会に要望できる制度です。

せい    がん

　京都府立大江高等学校の３年
生２人が、地域創生教育の授業
の一環として１０月１１日（月）に
市役所を訪れました。
　髙橋正樹議長・吉見茂久副議
長の案内で、議場や委員会室な
どを見学し、その後和やかな雰
囲気の中で懇談をし、地域行政
の理解を深めました。

大江高校３年生
正副議長と交流

※撮影のため、マスクを外しています。

No.133　議会だより　22

議
場
見
学
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11月 29日(月)　本会議〔提案理由の説明（先行議決分）質疑～委員会付託(先行議決分)、
　　　　　　　　提案理由の説明(補正予算、条例等〕
　　　　　　　　所管別委員会(先行議決分)
　　  30日(火)　本会議〔委員長報告～採決(先行議決分)〕
12月　8日(水)　本会議〔質疑～委員会付託（補正予算、条例等）、一般質問〕
　　 　9日(木)　本会議〔提案理由の説明（追加提案分）、一般質問〕
　　  10日(金)　本会議〔質疑～委員会付託（追加提案分）、一般質問〕
　　  13日(月)　各所管別委員会〔条例・その他〕
　　  14日(火)　予算審査委員会〔補正予算〕
　　  15日(水)　予算審査委員会〔補正予算〕～討論・採決
　　  21日(火)　本会議〔委員長報告～採決（補正予算、条例等）〕 
　　  22日(水)　（ 会 期 ） 

※この会議予定は、今後変更になる場合があります。また、このほかに、全議員協議会などの会議を開催します。

12月定例会 の予定（24日間）

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
い
か

が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　９
月
議
会
の
前
半
は
、
条
例

や
補
正
予
算
の
審
査
を
行
い
、

後
半
は
決
算
に
関
わ
る
議
会
で

し
た
。
福
知
山
市
議
会
と
し
て

も
少
し
で
も
早
く
支
え
と
な
る

支
援
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
受
け
て
い
る
市
民
の

方
々
の
も
と
へ
届
く
よ
う
一
生

懸
命
に
一
般
質
問
や
議
案
審
議

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

や
思
い
が
届
く
議
会
と
な
り
、

困
難
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
架
け
橋
が
こ
の
議
会
だ

よ
り
で
あ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

そ
の
他
、
議
会
の
模
様
は
福
知

山
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

ラ
イ
ブ
配
信
や
録
画
配
信
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
、
ど
う

か
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

（単位：円）

会派名・無会派
議員名（人数）

上半期交付額確定額
( 令和 3 年 4 月～ 9 月 )

会派名・無会派
議員名（人数）

上半期交付額確定額
( 令和 3 年 4 月～９月 )

福 知 山 市 議 会
公　　　明　　　党（3 人） 263,404 日 本 共 産 党

福知山市会議員団（5 人） 60,975

蒼　　　士　　　会（3 人） 28,700 大   志   の   会 （2 人） 34,580

福 知 山 未 来 の 会（4 人） 81,840 新　　　政　　　会（6 人） 340,036

無 会 派・荒 川 浩 司（1 人） 8,065 計　　（24 人） 817,600

令和３年度上半期（４月から９月分）の政務活動費を各会派へ交付しました。
また、政務活動の実績報告書、領収書、視察研修報告書の写しを市役所１階情報公開コーナーおよび市議
会のホームページで公開しています。

令和３年度　上半期の政務活動費を各会派へ交付

令和３年度交付確定額

お
知
ら
せ
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No.39

「笑顔」あふれる２０２１バブルバズーカ・泡パ－ティ－
■今回の訪問議員：足立　治之　・　尾嶋　厚美　

広告
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「
２
０
２
１
バ
ブ
ル
バ

ズ
ー
カ
・
泡
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
開
催
し
、
地
域
に
喜
び
を

届
け
て
い
る
「
か
し
の
木
台

有
志
の
会
」
代
表
田た

中な
か

正ま
さ

志し

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
か
し
の
木
台
有
志
の
会
」

は
、
中
学
生
以
上
の
志
あ
る

人
が
、
色
々
な
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
お
も
し
ろ
い
企

画
を
考
え
組
み
立
て
実
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
目
的
は

幼
児
期
か
ら
ス
ポ
ー

ツ
・
運
動
に
親
し
む

こ
と
を
目
的
に
、
日
本
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
※
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ
ル
ド

プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
月
１
回
か

し
の
木
台
ホ
ー
ル
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
バ

ブ
ル
バ
ズ
ー
カ
泡
パ
ー

テ
ィ
ー
と
、
冬
の
星
空
の
迷

路
（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
迷

路
）
を
特
別
企
画
と
し
て
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

対
応
は

今
ま
で
は
、
か
し
の

木
台
ホ
ー
ル
を
中
心

に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
屋
外
４
カ
所
で
、

コ
ロ
ナ
対
策
に
も
配
慮
し
、

実
施
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
実
績
成
果
は

過
去
５
回
実
施
、

１
０
０
名
～
１
２
０

名
が
毎
回
参
加
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
延
べ
約
６
０
０

名
に
な
り
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は

今
回
は
、
「
修
斉
小

学
校
・
奥
野
部
共
同

作
業
所
・
成
和
中
学
校
」
の

３
カ
所
に
出
向
い
て
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
よ
り

多
く
の
皆
さ
ま
の
各
世
代
が
、

活
発
に
活
動
し
楽
し
く
「
笑

顔
」
あ
ふ
れ
る
ま
ち
と
し
て
、

か
し
の
木
台
が
、
「
喜
び
の

拠
点
」
と
な
る
よ
う
引
き
続

き
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

《
感
　
想
》

こ
の
度
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
も
実
施
さ
れ

大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、こ
れ
か
ら
も「
笑

顔
」
と
「
喜
び
の
拠
点
」

と
な
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
を

継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
バ
ブ
ル
バ
ズ
ー
カ
」
説
明

１
分
間
で
、
45
平
方
メ
ー

ト
ル
を
泡
だ
ら
け
に
で
き

ま
す
。
専
用
リ
キ
ッ
ド
を

流
し
込
み
、
電
源
を
Ｏ
Ｎ
に

す
る
だ
け
で
、
無
害
の
泡

が
大
量
発
生
し
ま
す
。
べ

と
つ
か
ず
服
に
つ
い
て
も

シ
ミ
に
な
ら
ず
安
心
で
す
。

※
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
チ
ャ
イ

ル
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
幼
少
期
の
子

ど
も
が
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
遊
び
を

通
し
て
、
楽
し
く
積
極
的
に
体
を

動
か
す
中
で
、
元
気
な
子
ど
も
を

育
て
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

修斉小学校グラウンド（小学生のみ）

京都府知事(6)第9452号

奥野部共同作業所（関係者のみ）

成和中学校バスケットコート（中学生と先生）

かしの木台ホール前駐車場
（かしの木台幼児・近隣自治会の子どものみ）

バブルバズーカ


